














第一工業大学 航空工学科 （〒899-4395 鹿児島県霧島市国分中央1-10-2） 
E-mail:k-sakai@daiichi-koudai.ac.jp 
 
The Wing Design for the Outer Wing Area of the Man Powerd Airplane 
 
 
Daiichi Institute of Technology 
Kenji SAKAI 
 
The man powered airplane’s wing geometry was designed in order to reduce the pitching moment for 
outer wing area. The DAE21 wing geometry is used for many man powered airplanes. But when this wing 
geometry is used for all span area, the nose down pitching moment is calculated for the wing outer area. 
New wing geometry is designed, named DAE30, which has the maximum chamber line’s position is 30% 
wing section. 
By using this wing geometry, the nose down pitching moment has been deduced for the design speed. 
 





















 機体三面図を図 1.1、図 1.2 に示す。      
 
 
             
 
  




図 1.2   機体側面図 
 
２ 主要諸元 
 主要機体諸元を表 1 に示す。 
 
総重量 １０５ｋｇｆ 全長 ９ｍ 
機体重量 ５０ｋｇｆ 全高 ４．１ｍ 
主翼 水平尾翼 
翼型 ＤＡＥ２１ 翼型 ＮＡＣＡ 
０００９ 
翼幅 ３４ｍ 翼幅 ４．６ｍ 
翼面積 ３５㎡ 翼面積 ３．３㎡ 
アスペクト比 33 回転中心 ２５％Ｃ 
取り付け角 













翼型を図 2 に示す。 
 




 を図 3 に示す。 
なお、この結果は、翼弦長基準レイノルズ数 
（Ｒｅ数）が、0.375ｘ10 6 の結果である。 
 
 
    図 3 DAE２１空力特性風洞試験結果 
                      (CL～Ｃd、Ｃｍ～α) 
 
４． スパン方向のピッチングモーメントの検討  
４．１ 設計条件での揚力分布の検討 


















図 4 揚力分布（Ｌ（Ｋｇｆ／ｍ）～ｙ（ｍ）） 
 
４．２ 断面揚力係数の検討 
 機体の速度を設計値の ７ｍ／ｓ と、１ｍ／ｓ 速
い８ｍ／ｓ の ２つの値に対して、翼平面形と、揚力
分布から断面の揚力係数を推算する。 
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       図 5 揚力係数分布（ＣＬ～ｙ） 
 
４．３ モーメント中心の検討 
 図 5 の断面揚力係数に対するピッチングモーメント
を図 3 の風洞試験結果を参考に解析し、モーメント
中心を求めた結果を図 6 に示す。 
      

























フライトの写真を図 5.1 に示す。 
   





















キャンバーの比較を図 8 に示す。 
 









































翼型の比較を図 9 に示す。 
 







４°、６°の解析結果を図 10～図 11 に示す。 
 
 
図 10.1 DAE２１ α＝2°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 






















図 10.3  DAE２１ α＝6°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 



































































































翼型の比較を図 9 に示す。 
 







４°、６°の解析結果を図 10～図 11 に示す。 
 
 
図 10.1 DAE２１ α＝2°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 






















図 10.3  DAE２１ α＝6°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 



































































































翼型の比較を図 9 に示す。 
 







４°、６°の解析結果を図 10～図 11 に示す。 
 
 
図 10.1 DAE２１ α＝2°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 






















図 10.3  DAE２１ α＝6°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 



































































































図 11.3 DAE30 α＝4°圧力分布（Ｃｐ～ｘ／ｃ） 
 
これらの圧力分布から、揚力係数に対するモーメ













          図 12 モーメント中心～揚力係数 
               （X/C ）mc～CL 
 
 この結果を図 5 に適用して、機体速度７ｍ／ｓ で
の、モーメント中心を計算した結果を、図 13 に示す。 

































DAE30 の翼座標（Yu、Yl～X/C）を,表 2 に示す。 
         
DAE30 
X/C Yu/C Yｌ/C 
0.000  0.000  0.000  
0.005  0.016  -0.009  
0.007  0.021  -0.010  
0.013  0.028  -0.011  
0.025  0.041  -0.010  
0.050  0.061  -0.008  
0.075  0.076  -0.005  
0.100  0.087  -0.003  
0.150  0.105  0.001  
0.200  0.116  0.005  
0.250  0.122  0.006  
0.300  0.125  0.007  
0.350  0.124  0.006  
0.400  0.121  0.006  
0.450  0.116  0.006  
0.500  0.109  0.006  
0.550  0.101  0.006  
0.600  0.091  0.006  
0.650  0.079  0.006  
0.700  0.067  0.006  
0.750  0.054  0.006  
0.800  0.041  0.007  
0.850  0.029  0.006  
0.900  0.018  0.005  
0.950  0.008  0.003  
1.000  0.000  0.000  
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